
開 催
時 間

会 場

対 象

各日10：00～17：00（昼休憩1時間）

第1回
第2回

【会場が確定しました！】CLiP HIROSHIMA 1F
住所：広島市中区東千田町1-1-18 ℡：082-567-5011

第3回
第4回

イノベーション・ハブ・ひろしまCamps
住所：広島市中区紙屋町1-4-3 エフケイビル1F ℡：082-207-3335

ひろしま感性イノベーション推進協議会会員

感性イノベーション講座2018

～Council for the Promotion of Innovation with “Kansei”2018～

ひろしま感性イノベーション推進協議会

実践講座とは？
中小企業における開発担当者などを対象に，“感性に訴える”
ものづくりの考え方や手法を学び，今後の具体的な新商品開
発のプランニングについて検討していただきます。

実践講座

朝野熙彦 氏（学習院マネジメントスクール 顧問/元首都大学東京 教授）

井上勝雄 氏（㈱ホロンクリエイト 研究顧問/元広島国際大学 教授）

冨村美穂 氏（ソニー・インタラクティブエンタテインメント）

石原茂和 氏（広島国際大学総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科 教授）

山岡俊樹 氏（京都女子大学家政学部生活造形学科 教授）

横山詔常 氏（広島県立総合技術研究所西部工業技術センター生産技術アカデミー 主任研究員）

小柳道啓 氏（㈱味香り戦略研究所 取締役/総合商研㈱ 取締役 グループ経営戦略室長）

計測機器の紹介・実演（計測機器メーカーなど）

農沢隆秀 氏（マツダ㈱技術研究所 技監/COIプロジェクトリーダー/ひろしま感性イノベーション推進協議会 会長）

第2回 9月 6日(木)

第1回 8月24日(金)

第3回 10月15日(月)

第4回 11月 1日(木)

実践講座プログラム

非会員の方へ・・入会費・年会費無料・企業所在地不問！
《入会方法》①「ひろしま 感性」でインターネット検索

②協議会ホームページより入会申込書をダウンロード
③事務局(広島県商工労働局イノベーション推進チーム)へ

FAX/082-223-2137 か E-mail/syoinnov@pref.hiroshima.lg.jp

魅⼒を計量する ～感性をデータ化して商品のポジションを知る！

感性⼯学を活⽤する ～活⽤法を⾝近な商品例から体験する！

⼈間⼯学ものづくり概論 ～ターゲットに応じて求められる価値とは？

計測⼿法を学ぶ ～顧客・ユーザーの感性や⾏動の計測とは？

※例年，申込締切日を待たずに定員となります。お申込はお早めに！

8/24～11/1 
全4回

受講料
無料 最終申込締切

8/16（木）

定員
2 0 名

ひろしま感性イノベーション推進協議会は，“感性に訴える”ものづくりを実現するための普及啓発活動を⾏っています。

協議会について

※詳細については協議会ホームページに資料がございます。
https://www.h-kansei.jp/ 



第3回・第4回

イノベーション・ハブ・ひろしまCamps
（広島市中区紙屋町1-4-3 エフケイビル1F）

℡：082-207-3335

■市内電車でお越しの方
「紙屋町東」，「本通」下車徒歩約2分
■バスでお越しの方
「紙屋町」下車徒歩約1分
「本通り」下車徒歩約2分
■アストラムラインでお越しの方
「本通」駅下車徒歩約4分
「県庁前」駅下車徒歩約5分

第1回・第２回

CLiP HIROSHIMA 1F
（広島市中区東千田町1-1-18）

℡：082-567-5011

■市内電車でお越しの方
「鷹野橋電停」，
「日赤病院前電停」下車徒歩約7分
■バスでお越しの方
「竹屋町」下車徒歩約6分
「竹屋町西」下車徒歩約4分

公益財団法人 中国地域創造研究センター
参加申込は①か②のいずれかで！【担当：大塚・前川・渡里】

①E-mail：kansei@crirc.or.jp
②FAX：082-245-7629

◆最終申込締切 2018年8月16日（木）

主 催 ひろしま感性イノベーション推進協議会
◆ホームページ：https://www.h-kansei.jp/  ◆Tel：082-245-7900

事務局 広島県商⼯労働局 イノベーション推進チーム （業務委託先 公益財団法⼈ 中国地域創造研究センター）

※皆様からいただいた個人情報は，本講座および関連事業のご案内にのみ使⽤させていただきます。

会場のご案内

参加申込・問合せ先

※講義はビデオ撮影を⾏い，欠席の場合でもフォローいたしますが，できる限り全回ご出席ください。

社 名
団 体 名

フリガナ

所 在 地
〒

参 加 者

ご所属・お役職 お名前（フリガナ）

（ ）

（ ）

（ ）

連 絡 先
TEL FAX

E-mail

《実践講座で商品はこうなる》
顧客・ユーザーの感性から生じる曖昧なニーズを数値化することができます
エンドユーザーの使いやすさを数値根拠から説明できます
①新商品開発への考え方を整理していくことにより，新商品開発・改良の思考方法・手順が⾝につきます。
②商品開発での課題を発見でき，価値向上を目指したアドバイスを講師等からもらうことができます。
③社内外へ新製品開発/改良に関する考え方を伝達・PRすることが容易になります。
④感性工学・人間工学を⽤いた調査手法を習得できます。

【会場が確定しました！】

（提供）CLiP HIROSHIMA
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